申立書と答弁書の争点対比一覧表（簡易版）

2005年7月11日

全3枚

申立書
答弁書
No
債権者の反論
債権者の求釈明

第１、はじめに（3頁）

１、近年の食品事故の特徴
４　GM作物と事故について（６頁）
１



２、本件紛争の概要（3頁）

２



３、本件紛争の本質（4頁）

３



4, 用語の解説（５頁）

４



第２、当事者

１、債務者（５頁）
第3、

２、債務者について（２頁）
５



２、債権者ら（６頁）

６



第３、被保全権利

１、債権者番号１～２（６頁）
第４　法的主張

２(1)被保全権利（18頁）

(3)因果関係
７
【法律】【その他】（１）


２、債権者番号３～12（７頁）

８
【法律】【その他】（１）



第４　法的主張

２(2)損害（19頁）
９
【法律】【その他】（２）


第４,GM技術の問題点

１、GM技術と従来の技術との際立ったちがいについて（８頁）

10



２、GM技術固有の危険性・問題点（９頁）
８　イネ遺伝子の水平移動（９頁）
11



３、GM事故固有の特質（10頁）

12



第５、我が国におけるGMイネ野外実験の経緯（12頁）
16日本における他のGMイネ野外実験（15～16頁）
13



第６、GM作物野外実験が正当化されるための条件（13頁）

14



第７、本GMイネ野外実験の検討

１実験の目的の正当性

①いもち対策として従来の品種改良イネで十分（14頁）
３、本実験の必要性・有用性

(3) （５頁）
15
【事実】【必要性】（２）


②いもち病の被害の程度（14頁）
(2)①（4頁）
16
【事実】【必要性】（３）
いもち病被害回復の程度を示すデータ

③ﾃﾞｨﾌｪﾝｼﾝ遺伝子導入イネの有用性を証明した実験データの不存在（15頁）
18 実験方法の妥当性

(1)ﾃﾞｨﾌｪﾝｼﾝ遺伝子といもち病に対する抵抗性の増大の証明（16頁）
17
【事実】【必要性】（１）
有用性のデータの提示

④花粉の不稔化など予防対策の不在（15頁）

18
【事実】【危険性】（７）


２、危険防止手段の正当性

1 本GMイネ野外実験の危険性・問題点

(1)、いもち病菌や白葉枯病菌の拡散の問題（15頁）
10病原菌飛散の可能性の不存在（11頁）


19
【事実】【危険性】(７)


(2)、ﾃﾞｨﾌｪﾝｼﾝ遺伝子が真実、自然食物から取られたままの手を加えていないものかどうかという疑問（16頁）
11モディファイしたディフェンシン遺伝子を用いていないこと（11～12頁）
20
【事実】【危険性】(６)


(3)、食品安全性の審査を受けていない実験手順の問題（16頁）
６　食品安全性の審査（８頁）
21
【事実】【必要性】（５）


準(1) ２、実験の危険防止手段の正当性について（2頁）
９　交雑防止策（９～10頁）


22
【事実】【危険性】(１)
袋かけの具体策気象変動の対策



②．本件GMイネの危険性・問題点

(1)、ﾃﾞｨﾌｪﾝｼﾝの作用機構（人体への影響など）の未解明（17頁）

23
【事実】【危険性】（２）



(2)、もみいもちタイプのいもち病菌にとって天国の出現（17頁）
17　左の主張に対して（16頁）
24
【事実】【危険性】（６）


(3)、ﾃﾞｨﾌｪﾝｼﾝに対する耐性菌の問題（18頁）
12　耐性菌出現の可能性がないこと（12頁）
25
【事実】【危険性】(４)


３、実験の方法の正当性

①イモチ病に対する抵抗性の増大とディフェンシン遺伝子との関連性（19頁）
７　閉鎖系の実験の成果に基づく安全性（８頁）

18 実験方法の妥当性

(1)　ﾃﾞｨﾌｪﾝｼﾝ遺伝子といもち病に対する抵抗性の増大の証明（16頁）
26
No.17と同じ


②「ﾃﾞｨﾌｪﾝｼﾝが食用部分には絶対に移行しない」ことを実証する実験を実験室内で検証しておく必要性（19頁）
18 実験方法の妥当性

(2)　（16～17頁）
27
【事実】【危険性】（３）
玄米の果皮及び胚芽に移行しないことを示すデータの提示


18 実験方法の妥当性

(3)　実験室内で十分な安全性を確認しており、野外実験をする必要がある。（17頁）
28




19実験中止によるＹの回復不可能な損失(17頁)
29
【事実】【その他】（１）



５、カルタヘナ法の遵守（６～８頁）
30
【法律】【実験の適法性】（１）


第３、１、債権者番号１～２（７頁）
準(1) ３　風評被害について（４頁）
13　レビュテーションリスク（13～14頁）
31




14　損害の事後回復の可能性（14～15頁）
32
【事実】【その他】（１）



15　本GMイネ技術について（15頁）
33



第８、保全の必要性（19頁）

34



【追加】地元住民の同意または十分な理解の不存在

35
【法律】【実験の適法性】（２）


【追加】

土壌微生物の問題

36
【事実】【危険性】(５)


【追加】イネ花粉の花粉症への影響

37
【事実】【危険性】(８)


【追加】実験の目玉の

特許の拒絶査定

38
【事実】【必要性】（４）
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